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図1. 低速水素噴流の計算結果．左：瞬間密度分布，
右：瞬間圧力分布 

目的：航空宇宙用次世代エンジンの性能評価や原子力発電所・化学プラントにおける可燃性ガ
スの漏洩時の安全性評価のために，水素爆発などに関する数値解析を実施し，基礎現象
を明らかにする． 

 

内容：空気中に噴出する低速水素噴流の拡散挙動を明らかにするために，化学種の質量保存
を含む3次元非定常圧縮性粘性解析を行った．通常の圧縮性解析ではマッハ数が0.1を下
回るとstiffになるため，化学種の質量保存を考慮しつつ固有値を操作する非定常前処理法
を導入し，低速でも妥当な解析が可能となった． 

結果：噴射速度134 m/s(M=0.102)で常温・常圧の大気中に噴出する水素噴流の3次元数値解
析を行った．計算は奥行きが5点の2次元解析に相当する．図に示すように，低速でも流れ
場に大きな問題がなく，渦構造を捉えつつ安定に解析できることに成功した． 

 

利用した計算機：SX-ACE 
CPU時間:約100時間 
使用メモリ:1GB 
ベクトル化率:99.5% 
並列化：4並列 


